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第９回江崎玲於奈賞受賞

片岡一則　大学院工学系研究科・工学部 教授

　大学院工学系研究科片岡一則
教授（医学系研究科教授 兼務）
が、財団法人茨城県科学技術振
興財団（理事長：江崎玲於奈）
より、第９回江崎玲於奈賞を授
与されることが決定しました。
　同賞は、ナノテクノロジー分
野において世界的に評価を受け
る顕著な研究業績を挙げた者に

授与されるもので、授賞式は 10 月につくば市にて開催
されます。
　受賞の対象となった研究主題は、「高分子ナノ構造を
用いた薬物・遺伝子キャリアの開拓と難治疾患標的治療
への展開」です。
　片岡教授は長年の研究により、精密に設計された一連
の機能高分子を合成、自己集積させることにより、ウイ
ルスに近いサイズ（数十ナノメートル）の球殻状（高分
子ミセル）の薬物運搬体（キャリア）を創り、制がん剤
を内包させることによって、難治固形がんの標的治療に
有効であることを実証しました。この成果として、現在
4種類の異なる制がん剤を内包した高分子ミセルが、国
際的な臨床試験にまで進んでおり、膵臓がんをはじめと
する難治がんの薬物治療にブレークスルーをもたらすも
のと期待されています。さらに、このような高分子キャ
リアが、遺伝子や核酸医薬デリバリーにも有用であるこ
とを実証するなど、有機化学におけるナノテクノロジー
を活かして、薬学や医療の新領域を開拓しました。

一一般ニュース

一般

地球観測データ統融合連携研究機構

「国連持続可能な開発会議（Rio ＋
20）」にて展示・パネルディスカッ
ションを開催

　６月 13 日（水）～６月 24 日（日）に、ブラジル・リ
オデジャネイロで開催された「国連持続可能な開発会議
（Rio ＋ 20）」のジャパンパビリオンにおいて、MEXT/
GEO（文部科学省/地球観測に関する政府間会合）のブー
ス展示ならびに政策に関するパネルディスカッションを
行った。
　「国連持続可能な開発会議（Rio ＋ 20）」とは 1992 年
にブラジルのリオデジャネイロで開催された「国連環境
開発会議（地球サミット）」から 20 年、2002 年に南ア
フリカのヨハネスブルクで開催された「持続可能な開
発に関する世界首脳会議（ヨハネスブルグ・サミット：
Rio+10）」から 10 年を迎え、国連会議として各国の最
高のレベルのリーダーが参加し、持続可能な発展、過去
の主要サミットの成果の進捗、新たな課題への対応な
どを話し合うものである（参照 http://www.uncsd2012.
org/ 英語）。
　2002 年のヨハネスブルク・サミット（Rio+10）では
地球観測の重要性が強調され、2005 年の第 3 回地球環
境サミットで、「地球観測に関する政府間会合（GEO）」
が設立された。同時に、本学地球観測データ統融合連携
研究機構の小池俊雄教授ら共同議長国の専門家４名が中
心となって起草した「国際的な連携によって、衛星、地上、
海洋現場観測等の地球観測データや情報システムを統合
し、地球全体を対象とした包括的かつ持続的な全球地球
観測システム（GEOSS）の 10 年実施計画」が合意された。
今回、この上記の実施計画に基づいて開発されたシステ
ムの紹介や日本における GEOSS の活動紹介を目的とし
て、地球観測データ統融合連携研究機構が主導し、文部
科学省（MEXT）と国内の地球観測に関する政府間会
合（GEO）に関わる関係機関が協同し「MEXT/GEO」
のブース展示を、日本パビリオンにおいて実施した。

6 No.1428   2012. 8. 27



日本パビリオン概観（左上）と内部（右上）、
MEXT/GEOブースの様子（左下、右下）

　「MEXT/GEO」ブースでは、国内から、産業技術総
合研究所、海洋研究開発機構、国立環境研究所、宇宙航
空研究開発機構、森林総合研究所、国土地理院、環境省、
文部科学省、東京大学、国外からは、地球観測に関する
政府間会合（GEO）事務局、地球観測衛星委員会（CEOS）
事務局が協力し、各機関の活動を示すポスター展示、ま
た、デモンストレーションDVDを用いたビデオプレゼ
ンテーション、ショートレクチャ（６月 17 日（日）～
22 日（金）の毎日 計 15 回）を実施した。
　６月 19 日（火）には、日本パビリオンのイベント
ホールにおいて、小池教授の企画の下、政策に関するパ
ネルディスカッション「High-level Thematic Debate-- 
An integrated approach to Human Security, the 
Environment and the Economy」が実施された。加藤
重治文部科学省国際統括官の開会挨拶、Jose Achache 
GEO 事務局長による GEOSS の overview の後、Kerri-
Ann Jones 米国国務省次官補、Dan McDougall カナダ
環境省次官補、Manuela Soares 欧州共同体（EC）研究
開発局長から各国の声明が紹介された。その後、大竹
暁文部科学省審議官、Antonio Diion Moura 世界気象機
関（WMO）統括責任者、本間正修宇宙航空研究開発機
構（JAXA）理事、Stephen Briggs 欧州宇宙機関（ESA）
地球観測局長をパネラーに加え、Barbara J. Ryan 世界
気象機関（WMO）宇宙計画局長の司会の下、「地球観
測の 2015 年以降の方向性を含め、人類の安全保障、環
境及び経済に GEOSS がどう貢献できるか」と題してパ
ネルディスカッションを行った。最後に、堀江正彦外務
省地球環境問題担当大使とA. D. Moura 氏のリードによ
り、本イベントの成果報告が合意された。

ショートレクチャの様子（左）と
High-level Thematic Debate の様子（右）

　これらの成果が実り、Rio+20 の成果文書のパラグラ
フ 274 に GEOSS という固有名詞を用いて地球観測の重
要性が記載され、持続可能な開発における地球観測の役
割が明確に位置づけられた。

　本件に関するお問い合わせは、地球観測データ統融合
連携研究機構事務局　電話 03-5841-6132　（Ex 26132）
または、E-mail: editoria@editoria.u-tokyo.ac.jp までお願
いします。

一般

本部学生支援課

第 51 回全国七大学総合体育大会開
会式開催される

　７月７日（土）九州大学総合体育館において、第 51
回全国七大学総合体育大会開会式が開催され、濱田純一
総長（大会副会長）および武藤芳照理事・副学長（大会
参与）が出席した。
　本大会は旧帝国大学である七大学により開催される総
合体育大会であり、運営は学生によって行われている。
開会式では、本年度の主管校である九州大学の有川節夫
総長（大会会長）の挨拶や九州大学応援団による演舞が
行われた。
　開会式後は九州大学学生食堂「ビッグさんど」におい
てレセプションが行われ、各大学が大会への抱負を語っ
た。本学は武藤理事から「果敢なる闘士であればあるほ
ど、潔い敗者であれ」との力強いメッセージが述べられ
た。また、九州大学学生によるステージとして、「当仁
太鼓」、「ジャグリング」も行われ、盛会のうちに終了した。
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開会式で紹介される濱田総長

開会式で演舞する九州大学応援団

レセプションで挨拶する武藤理事

一般

地球観測データ統融合連携研究機構

第２回ＤＩＡＳ - ＧＲＥＮＥ環境情報統融
合フォーラム　－グリーンイノベーション
を支えるデータ統融合－　が開催される

　７月９日（月）、夏本番を思わせるような日差しの強
い午後、本郷キャンパスにオープンしたばかりの真新し
い伊藤国際学術研究センター・伊藤謝恩ホールにて、第
２回ＤＩＡＳ - ＧＲＥＮＥ環境情報統融合フォーラムが
開催された。ＤＩＡＳ -ＧＲＥＮＥ（ディアス -グリーン）
とは、当機構が文部科学省研究開発局より委託を受け、
平成 23 年度より実施している二つのプロジェクトの名
称で、それぞれ、「環境情報統融合プログラム」（ＤＩＡ
Ｓ）および、「大学発グリーンイノベーション創出事業『グ
リーンネットワーク・オブ・エクセレンス』事業環境情
報分野」（ＧＲＥＮＥ）の略称である。
　副題に掲げられたグリーンイノベーションについて
は、昨今、その潮流は世界的なものとなりつつあるが、
世界的な課題である地球環境問題に対して、社会の持続
的な発展を目指して科学技術や社会的思考のさまざまな
変革を基に展開する多様な取り組みを指し、具体的には、
環境・資源・エネルギー分野の革新的な技術研究開発と
その成果の実用化のためのシステム転換の一体的推進、
新たな発想を活用することによるライフスタイルやビジ
ネススタイル等の転換、地域における農林業の再生や街
づくりを意味する。また一般にグリーンイノベーション
は、低炭素社会、循環型社会、自然共生社会の構築にも
通じるとされている。
　当機構が推進する前述の二つのプロジェクトでは、エ
ネルギー・水、食糧、健康、都市、生態系などの統合的
な人間生活の中で安全保障を確立する、という喫緊の課
題に対して新たなグリーンイノベーションを創出するた
めに、地球環境と社会・経済活動をつなぐデータや情報
を包括的に共有し、知識や経験を相互に交換し、合意の
形成や協働の場をつくるための支援を実現に導くことの
できる、データ基盤の構築を目指している。このたびの
フォーラムにおいては、そのデータ基盤構築の意義と、
構築へ向けた道筋について議論することになった。
　開会の挨拶を、文部科学省大臣官房審議官（研究開発
局担当）の大竹暁氏と、前田正史理事・副学長が務め、
基調講演は、内閣府総合科学技術会議議員の相澤益男氏
に、「グリーンイノベーションの展開戦略」と題してお
話いただいた。当機構からは、機構長 喜連川優教授（生
産技術研究所）および柴崎亮介教授（空間情報科学研究
センター）が、データ統融合システムの開発について、
これまでの研究成果の報告を行い、同時にＧＲＥＮＥプ
ロジェクトにおいて「都市」分野の課題代表者である名
古屋大学の林良嗣教授（環境学研究科）より、「環境技
術を用いたレジリエントな国土のデザイン」と題して、
データ統融合を用いた利用研究について紹介があった。
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挨拶する前田理事・副学長（左）
基調講演をいただいた内閣府総合科学技術会議議員相澤氏（右）

　フォーラム後半では、当機構の小池俊雄教授（工学系
研究科）がモデレータとなり　「グリーンイノベーショ
ンを支えるデータ統融合」と題したパネルディスカッ
ションが行われた。特に、１．地球観測予測統合解析シ
ステムの構築について、２．社会に役立つ情報の提供、３．
新しい科学潮流「Big Data」と地球環境統融合について、
パネリストのあいだで、活発な議論が交わされた。

パネルディスカッションセッションの様子

　その後、ホールに隣接する多目的スペースにおいて、
ＤＩＡＳとＧＲＥＮＥの両プロジェクトから、個別の研
究課題の研究成果を示すポスターセッションが行われ
た。各研究課題の研究者らが一堂に会し、説明やデモを
繰り広げ、一般の参加者らを交え議論を戦わせるなど、
大盛況のうちに閉会した。当日の参加者総数は 230 名に
上った。

　本件に関するお問い合わせは、地球観測データ統融合
連携研究機構　事務局　電話 03-5841-6132　（Ex 26132）
または、E-mail: editoria@editoria.u-tokyo.ac.jp までお願
いします。

一般

本部環境安全課

「安全の日」講演会開催される

　７月 10 日（火）に本学「安全の日」講演会が、「安全
リテラシー」をテーマとして、伊藤国際学術研究センター
伊藤謝恩ホールにて開催され、学内外から約 300 人が参
加した。
　平成 17 年７月４日に大学院農学生命科学研究科リ
サーチフェローであった山下高広氏が、八丈島にて潜水
作業中に亡くなられた事故を受け、本学ではこの日を「東
京大学安全の日」と定めて、事故の記憶を風化させるこ
となく、教育研究活動における安全衛生や安全意識の向
上、事故災害の発生防止、及び安全文化の定着に取り組
むことを改めて決意する日としている。
　冒頭、濱田純一総長より、「近年、教職員や学生の皆
さんの安全に対する意識は向上してきたと感じている
が、過去に発生した事故と類似の事故の発生が後を絶た
ない。教員が責任をもって研究室の安全管理を徹底する
とともに、本学の安全管理に関する活動が他大学の模範
となるような安全管理体制を築いていきたい。安全文化
の醸成には、一人ひとりの安全の素養を養うことが大学
という場において重要である。本講演会が東京大学にお
ける安全意識の向上に役立つことを願う」との挨拶が
あった。

開会の挨拶をする濱田総長

　講演の第１部では、明治大学の向殿政男教授より「安
全リテラシーとリスクコミュニケーション」についての
講演があった。絶対の安全は存在しないことを念頭に置
いたうえで、正しい知識を得て、正しく怖がることが必
要である。また、安全と安心の実現のためには、様々な
立場の人々が協力してリスクコミュニケーションを行う
ことが重要であると話され、参加者も熱心に耳を傾けて
いた。
　第２部では、「長岡技術科学大学における SDS（セイ
フティデータシート）の実践」について、長岡技術科学
大学の福田隆文教授より講演があった。設備・作業毎に
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適用される関係法令をリストアップし、横断的に管理す
る SDS の取り組みについて、実践的な実施手順を交え
て紹介された。最後に、本学環境安全研究センターの刈
間理介准教授より「米国の大学における安全衛生管理と
安全教育」について、米国の大学での実地調査に基づい
た研究・教育業務の安全衛生管理の実例などが紹介され、
日本でも取り入れるべき安全管理の姿勢や手法について
説明が行われた。
　環境安全本部としては、今後も「安全の日」講演会を
継続して開催することで、より良い学生生活と研究成果
を得るうえで安全が全てに優先することを関係者全員で
再確認する機会とし、リーディング大学にふさわしい安
全文化の醸成に努めていきたい。

熱心に聴講する参加者

部部局
ニュース

部局

大学院総合文化研究科・教養学部

総合文化研究科職員の宮原洋子さん
がモンゴル国よりナイラムダル（友
好）勲章を受章

　総合文化研究科職員の宮原洋子さんが、５月 11 日
（金）、モンゴル国大統領令により「ナイラムダル（友好）
勲章」を受章した。
　在日モンゴル留学生支援や馬頭琴を広める活動をはじ
めとして、両国の友好親善に多大な尽力をされた功績を
讃えての受章である。
　本学においても、宮原さんは 2011 年２月に教養学部
の主催で開催された「高校生のための金曜特別講座」に
おいて、モンゴルのレンツェンド・ジグジド大使を迎え、
モンゴルの紹介をしていただいた際に、仕掛け人・交渉
人の労を取ったり、また在日モンゴル留学生の支援も継
続して行ったりするなど、本学とモンゴルの懸け橋とし

て多大な貢献を行った。

７月 10日（火）、モンゴル駐日大使館で行われた授章式での
駐日モンゴル国特命全権大使フレルバータル大使と宮原さん

部局

海洋アライアンス

「防災海洋教育」シンポジウム等を
浜松と豊橋で開催

　海洋アライアンス海洋教育促進研究センター（日本財
団）（RCME）（事務局：理学系研究科）は、豊橋技術科
学大学安全安心地域共創リサーチセンターと日本財団と
の共催で「防災海洋教育」の集会を、浜松市と豊橋市で
各市の後援のもとに開催した。まず、 ６月２日（土）に
浜松駅前えんてつホールで、講演会「津波防災の実践教
育　－東日本大震災に学ぶ－」を行った。後援の浜松市
から土木部鈴木厚部長が挨拶され、「釜石の奇跡」（防災
教育によりこのたびの大震災で津波から多くの命を救っ
たこと）で知られる片田敏孝教授（群馬大学）の講演と、
続いて青木伸一教授（大阪大学）、川口達也研究員（東
京大学）、井若和久氏（徳島大学大学院生）、丹羽淑博特
任准教授（東京大学）によるパネルディスカッションが
行われ、その後質疑応答が行われた。片田教授が語る
3.11 東日本大震災以前から釜石で実践されていた津波防
災教育とその効果に、200 名を超える参加者は熱心に聞
き入った。
　次の７月８日（日）は、豊橋技術科学大学で、RCME
第５回シンポジウム「海洋教育と津波防災　－東南海地
震に備えて－」として開催され、地元を中心に約 200 名
が参加した。海洋アライアンス副機構長浦辺徹郎教授の
挨拶に続き、堺茂樹教授（岩手大学）、藤城信幸校長（田
原市立和地小学校）、寺本潔教授（玉川大学）、青木伸一
教授（大阪大学）、パネルディスカッションでは川口達
也研究員（東京大学）を交え、長時間の質疑応答が行わ
れた。山田聖志教授（豊橋技術科学大学）の閉会挨拶で
は大学と地域の協力の重要性などが話された。浜松市と
豊橋市は遠州灘に面し、東海・東南海地震による大津波
の発生が危惧されているため、参加者は、一般市民の
他、小・中・高等学校の教員や自治体職員の方々も多く、
アンケートには具体的な避難に関する質問や意見が多数
あった。さらに海洋教育からの防災意識の啓発に対する
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賛同意見も数多く寄せられた。
　講演要旨は RCME ウェブサイトに公開している。
〈http://rcme.oa.u-tokyo.ac.jp/〉

片田敏孝先生の熱い話に聞き入る（６月２日、浜松市にて）

地震体操と津波体操が紹介された（７月８日、豊橋市にて）

活発な質疑応答の様子（７月８日、豊橋市にて）

部局

大学院法学政治学研究科・法学部

「法学部３号館竣工記念式典、施設
見学会、祝賀会」開催

　大学院法学政治学研究科・法学部は、６月 28 日（木）、
学内外関係者出席のもと、法学部３号館８階大会議室に
て法学部３号館の竣工記念式典および山上会館にて祝賀
会を開催した。
　竣工記念式典では、山口厚研究科長の挨拶、濱田純一
総長の挨拶に引き続き、文部科学省から清木孝悦文教施
設企画部長のご祝辞を頂いた。その後、３号館の竣工に
際しご寄附を頂いた、アンダーソン・毛利・友常法律事
務所、TMI 総合法律事務所、長島・大野・常松法律事務所、
西村あさひ法律事務所、森・濱田松本法律事務所、柳田
国際法律事務所、東日本旅客鉄道株式会社、および山口
弘子様（故山口俊夫名誉教授ご夫人）に対して、また、
３号館の工事に尽力された各企業に対して感謝状を贈呈
した。
　式典終了後、会場を山上会館１階に移し、祝賀会を開
催した。終始和やかな雰囲気に包まれて、19 時過ぎに
散会した。

山口厚法学政治学研究科長の挨拶

濱田純一総長の挨拶

清木孝悦文教施設企画部長のご祝辞
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部局

情報基盤センター

学際大規模情報基盤共同利用・共同
研究拠点
第４回シンポジウム 開催報告

　情報基盤センターでは、７月 12 日（木）、13 日（金）
に「学際大規模情報基盤共同利用・共同研究拠点 第４
回シンポジウム」を、UDX GALLERY（秋葉原）で開
催した。合計 209 名の参加者（大学 125 名、独法等研究
機関24名、企業他60名）を迎えて盛会のうちに行われた。
　「学際大規模情報基盤共同利用・共同研究拠点」（以下、
当拠点）とは、北海道大学、東北大学、東京大学、東京
工業大学、名古屋大学、京都大学、大阪大学、九州大学
にそれぞれ附置するスーパーコンピュータを所有する８
つの共同利用施設を構成拠点として、東京大学情報基盤
センターがその中核拠点を担う「ネットワーク型」の共
同利用・共同研究拠点である。毎年度、共同研究の公募・
採択を行い、当拠点との共同研究を実施する。
　今回のシンポジウムは、平成 23 年度に実施された公
募型共同研究 39 課題の口頭発表による最終報告、およ
び平成 24 年度公募型共同研究に採択された全 35 課題の
ポスター発表による研究内容紹介を実施した。口頭発表、
ポスター発表ともに、一般の参加者も交えた活発な質疑
や意見交換が行われた。
　シンポジウム初日には、石川裕 総括拠点長（情報基
盤センター長）による主催者挨拶と、下間康行 文部科
学省研究振興局情報課長の来賓挨拶が行われた。それに
続いて２日間にわたり、当拠点の研究分野である、超大
規模数値計算系応用分野、超大規模データ処理系応用分
野、超大容量ネットワーク技術分野、超大規模情報シス
テム関連研究分野、およびこれらの分野にまたがる複合
分野研究の研究成果発表および研究内容紹介が行われ
た。
　閉会では、小林広明 課題審査委員長（東北大学サイ
バーサイエンスセンター長）からシンポジウム全体のサ
マリーを含めた挨拶があった。

　当シンポジウムのプログラム、平成 23 年度採択課題
の最終報告書、および、平成 24 年度採択課題の発表ポ
スターは次のURLから参照可能である。
当シンポジウムホームページ
http://jhpcn-kyoten.itc.u-tokyo.ac.jp/sympo/

挨拶する石川総括拠点長

挨拶する下間 文部科学省研究振興局情報課長

シンポジウムの様子
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部局

大学院農学生命科学研究科・農学部

中国食品発酵工業研究院と共同研究
契約を締結

　大学院農学生命科学研究科は中国食品発酵工業研究院
と共同研究を開始することになり、７月 17 日（火）に
蔡木易院長らが来日して長澤寛道研究科長を訪れ、契約
書を取り交わした。

共同研究契約書にサインする蔡木易院長

　農学生命科学研究科が中国の研究院と共同研究契約を
結ぶのは今回が初めてである。蔡院長と長澤研究科長は
これを機に双方の関係を益々深めていきたいと語った。

握手を交わす蔡木易院長（右）と長澤寛道研究科長（左）
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designed by deema

【復興構想図】過近接でウミネコに脅威を与えている駐
車場を移転し、跡地に築山園地、その築山に埋め込んだ
休憩観察舎などを提案。他にも、蕪島全体を眺める滞留
拠点、アンジュレーション豊かな斜面と一体のプロムナ
ードなど地区全体の整備構想をまとめた。さらに、寂れ
た駅前通りのホスピタリティ・ディベロップメントの提
案など市全体のまちづくりを支援している。

蕪島の中心にある蕪嶋神社とウミネコ。ウミネコが島一
体を覆い尽くす風景には圧倒される。(提供：八戸市）

ープロジェクトに関する問い合わせー
アジア生物資源環境研究センター　
教授　堀繁
shori@anesc.u-tokyo.ac.jp
構成：本部広報課（内線：82032）

ら、そのしくみを考えます。商品開発
をし、楽しい雰囲気やおしゃれなお店
等を増やすということを考えています。
売れるお店、施設、地域、という観点
です。でも、これは漁業組合との関係
からなかなか簡単にはいかなかったり
もします。
こういったことを念頭に、20～30年先
を見据えた計画を昨年市長へ提案しま
した（右：【復興構想図】）。市民への説
明も経て、これから実行に移す段階に
きています。
広報課　実行に移す時に難しいのは何
でしょう？
堀　絵に描いたものを形にするには、資
金が必要です。どうやってお金をとって
くるのかということを戦略的に考えな
ければいけません。都市と地方の格差と
言いますか、役所の人とは言え、地方は
情報が不足しています。環境省のこうい
うプロジェクトがあるとか、どうしたら
資金調達できるかというところまで専
門家が関わらなければなりません。いろ
んな経費を組み合わせて効果的に実施
できる方策を一緒に考えます。よく「地
域住民の意識改革から始めよ」といった
意見がありますが、私は意識が変わるの
は最後だと思っています。専門家などが
先導して実際に経済的にも潤ってから
が、地域にとっては本当のスタートなの
です。そこまでは私も市と一緒にやって
いこうと思っています。
広報課　頻繁に八戸には行かれている
のですか？
堀　月に２回くらいは行っています。こ
うしたプロジェクトは教育の側面も大
きいので、学生達も一緒にやっていま
す。センターから旅費が出たので助かり
ました。八戸とのつきあいは長いのでや
りやすいのですが、漁業組合の方の、い
わゆる漁師言葉というのはいまだに分
からないですね（笑）。ウミネコの飛来
数は震災後も変化なかったと聞いてい
ます。自然は強いと実感しますね。地球
に生命が誕生してから何十億年という
長い歴史の中で大きな災害は幾度もあ

広報課　八戸市の被災状況を教えて下
さい。
堀　八戸は、津波被害の一番北端の場
所です。幸い人的被害はありませんで
したが、一番被害を受けたのが、八戸
の宝とも言うべき観光地である蕪島地
域でした。蕪島には、毎年約３万羽の
ウミネコが営巣のために春早くから訪
れます。間近でウミネコの営巣の様子
を観察できる国内唯一の場所として、
天然記念物にも指定されている地域で
す。そこの観光案内や飲食店など全部や
られたのは、大きな打撃でした。
広報課　先生の研究テーマの１つに観
光地の活性化というものがありますね。
堀　はい、これまでも国内のいくつかの
観光地の活性化に向けた設計計画に携
わってきました。ですので、蕪島地域の
復興にもこれまでの実績を活かせると
思います。
単に現状に戻す災害復旧の考えから、今
はこれを契機に元より良いものにしよ
うという復興という考えが常識になっ
ています。体に例えると、単にケガをし
たところを治すだけでなく、それによっ
て身体全体が元気にならないとダメと
いうことです。八戸市の復興も、被災し
た蕪島地域のみならず八戸市全体の振
興も含めて考えています。具体的には次
の２つの点が重要です。まず、自然保護
をより徹底するということ。ウミネコは
敏感な生き物で、環境が変わると営巣を
止めてしまうということが分かってい
ますので、天然記念物であるウミネコを
守るという観点から自然保護を徹底し
なければいけません。もう一点は、ご多
分にもれず八戸も他の地方の例と同様
に疲弊している地域ですので、観光振興
によって地域全体の活性化を目指すと
いう点です。この点については具体的
に、まずは観光客を増やすためのより魅
力的な地域づくりを、ホスピタリティ
（もてなし）ディベロップメントという
考え方を中心に再構築し展開します。そ
して次に、来てもらった人にお金を落と
してもらわなければ活性化しませんか

東日本大震災、それに伴う原発事故という未曽有の大災害の発生以降、東京大学では様々な形で復興支援を行っています。また、総長メッセージ「生きる。ともに」
に表されているように、先の長い復興に向けて、東大は被災地に寄り添って活動を行っていく覚悟でいます。この連載では、救援・復興支援室に登録されて
いるプロジェクトの中から、復興に向けて持続的・精力的に展開している活動の様子を順次紹介していきます。

プロジェクトで復興を支援する

再生のアカデミズム《実践編》#06

プロジェクト名：　八戸市活力創出まちづくり支援プロジェクト

あまり知られていないかもしれませんが、青森県八戸市も東日本大震災にともなう津波により被災した地域の１つです。
国指定天然記念物にもなっているウミネコ繁殖地である観光地域（蕪島地域）が壊滅的な被害を受けました。5~6年前か
ら八戸市の中心市街地の活性化事業に関わっていた堀繁教授（アジア生物資源環境研究センター）は、市からの依頼を受
け、観光地の復興に乗り出しています。

ったわけで、あのような大震災でも生き
物は大して驚かないということなのでし
ょう。彼らにとって、自然災害よりもむ
しろ人為的なモノ・コトのほうが脅威と
なっているのではないでしょうか。３万
羽のウミネコの風景は壮観ですよ。この
環境をそこなわず、人が集い、地域全体
が活性する復興に向けて、息の長い支援
をしていきます。
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岩手県大槌町の大気海洋研究所附属国際沿岸海洋研究センターのすぐ目の前に、蓬莱（ほうらい）島という小さな島
があります。井上ひさしの人形劇「ひょっこりひょうたん島」のモデルともされるこの島は、「ひょうたん島」の愛称
で大槌町の人々に親しまれてきました。ひょうたん島から毎月、沿岸センターと大槌町の復興の様子をお届けします。

designed by deema

大槌発！ 第8回

古谷 研（農学生命科学研究科教授）海の豊かさを利用した養殖生産
　緑の山を背に水面は穏やかに陽光を反射
し、夏の三陸らしい風景が広がっている。プ
ランクトン（浮遊生物）とベントス（底生生物）
の生態調査のために訪れた7月末の大槌湾は、
津波の前と全く変わらない様子を見せてい
る。しかし水面を見ると「あば」（網端、浮き玉）
がとても少ない。震災前の三陸では、どの湾
にも数多くのあばや筏が海面に浮かび、カキ
やホタテ、ワカメの養殖が活発に行われてい
た。津波により施設ばかりでなく、種苗を作
るための天然母貝も失われてしまったが、昨
年夏、大槌の漁業者は何とか手に入れた稚貝
を使って貝類養殖を立ち上げた。松島湾から
カキを、北海道からホタテを入手したと聞い
た。
　こうして再開した養殖は驚くほどの貝類の
高成長を得て、カキは既に出荷が始まってい
た。これまで3年かかったところを1年での出
荷である。ワカメ養殖も大成功で、この春に
は例年になく品質の良いワカメが収穫され、
今は来春に向けたワカメの種苗糸の採苗作業
が最盛期を迎えている。ホヤの養殖もこの夏
から再開されており、これから貝類･ワカメ
養殖の規模が増していくだろう。
　カキやホタテ、あるいはワカメの養殖は、
成育に必要な餌（プランクトン）や栄養塩（窒
素やリン、ケイ素の無機塩）を天然の海水中

に求めることから「無給餌養殖」と呼ばれる。
海の豊かさに依存した営みである。海の豊か
さをひと言で表すと栄養塩の供給量の多さに
なる。大槌湾はその地形と海洋学的な特性か
ら湾内外の海水交換が活発で、湾外から栄養
塩濃度の高い海水が底層に沿って湾内に入
り、湾内水は表層を通って湾外に流出する循
環が存在する。この循環で供給される栄養塩
は、養殖ワカメだけではなく、天然の海藻類
や植物プランクトンに利用される。一方、植
物プランクトンは湾内の動物プランクトンや
その他の植物を食べる動物の餌になるととも
に養殖カキ、ホタテの餌となる。震災後、無
給餌養殖が大成功なのは、以前よりも養殖規
模が縮小したため生物間での栄養塩や餌の競
争が緩和されて成長が良かったためと考えら
れる。
　今後、養殖規模が拡大するにつれて餌や栄
養塩の競合が起こることが予想される。競合
が過度になれば養殖生産の効率は低下し、生
態系はやせてしまいかねない。海の豊かさを
持続的に利用するには、環境収容力に見合っ
た養殖規模が求められる。それを決めるため
に、海水流動、栄養塩供給、プランクトンや
ベントスの群集動態、養殖生物の成長などを
ふまえた生態系内の物質循環の理解が大いに
役立つに違いない。

Boys of Summer

国際沿岸海洋研究センター専門職員・川辺幸一です。大槌町にある沿岸センターで震災に遭いました。今は、
釜石市から提供を受けた仮設住宅に住み、そこから大槌町中央公民館内にある復興準備室に通勤しています。

制作：大気海洋研究所広報室（内線：66430）

国際沿岸海洋研究センターより車で約15分程のところに位置する吉里吉里
（きりきり）海岸。
透明度の高い海と歩くとキュッキュッと鳴る「鳴き砂」の海岸として岩手
でも有名な海岸です。震災前、夏になると多くの人びとが海水浴に訪れて
賑わいをみせていた場所ですが、今はほとんど人の姿を見かけません。
震災後、大きなガレキや流木などで汚れた海岸は、自衛隊や地元の漁業組合、
町役場の皆さんが撤去作業を行い、1年を過ぎた今でも綺麗な砂浜を復活さ
せるべく、ボランティアの皆さんを中心に清掃活動が続いています。

しかし写真をご覧いただくと分かるように、海岸にはいまだに防潮堤の残
骸が残っており、表面は綺麗な砂浜も少し掘り起こしてみれば石やガラス
が出てくる状態です。
町にあふれるガレキの処理、仮設住宅に代わる住宅地の開発、防潮堤の整
備など、さまざまな問題が山積みの被災地。それらの問題を解決していく
ことが最優先なのでしょうが、以前のような綺麗な海岸を取り戻すことも
被災地・大槌町として希望のひとつになるのではないでしょうか。

【上】大槌湾の「あ
ば」。津波前に比
べると遥かに少
ない。【中】蓬莱
島と調査船「グ
ランメーユ」（フ
ランス語で「大
きな槌」の意）。
【下】「グランメ
ーユ」上での観
測風景。
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の実態把握、グループホーム等における
認知症高齢者や障がい者との交流、後見
人への同行、その他で合計 50 時間であっ
た。修了生600名（修了率89．7％）のうち、
親族の後見人等になった方は 3 名、親族
以外の後見人について申し立てを行い現
在審判待ちの方は 3 名、後見が必要な人
のために成年後見の申し立て支援をした
方は 9 名、新しく誕生する市民後見 NPO
法人等は 21 法人となっている。
　その後、修了生スピーチとして、12 組
15 名より発表があった。その中には、受
講生 14 名で横浜市において市民後見 NPO
法人を立上げ、7 月中に認証申請をするグ
ループもあった。メンバーが経営するグ
ループホームで後見ニーズが 3 件あるた
め、法人設立を待たずにメンバー個人が
複数で候補者となって申し立てを準備し
ている。また、受講中に独居の母（認知症）
の補助開始を申し立て、補助人に選任さ
れたさいたま市在住の方や、施設利用者
の親族後見人に対し、良い後見をしても
らうために助言・指導をし意識づけを行っ
た三鷹市在住の高齢者施設勤務の方、発
達障がいの親の会で成年後見制度利用に
関するアンケート調査を行うとともに、
障がい者・高齢者施設で制度を知らせる
ためのセミナーを開催した旭川市在住の
方など、状況に応じてよりよい市民後見
を実現するための様々な工夫がなされて
いる事例が明らかになった。
　成年後見制度立法責任者であった元法

務省の小池信行氏は次のように語った。
「東大の関与により、後見人がつけばいい
という時代から後見の質を向上させる時
代に移行した今、市民後見人の活躍が期
待される」
　最後に市民後見人養成講座運営委員会
委員長の牧野篤教授（教育学研究科）よ
り「高齢者や障がい者自身が諦めてしまっ
たら介護も後見もサポートのしようがなくな
る。高齢過疎化の地域だからこそ、世代を
超えて認め合い、新しい地域の仕組みを創
りましょう」というエールが送られた。
　平成 20 年度文部科学省社会人の学び直
し委託事業により医学系研究科で始まっ
た本講座の修了生は、これで 1520 名と
なった。修了生は約 270 の地元自治体に
おいて、成年後見の啓発、利用支援、お
よび後見人の受任といった地域活動を
行っている。なお、平成 24 年度の養成講
座は 10 月 6 日から 5期生 350 名でスター
トする予定である。

http://pari.u-tokyo.ac.jp

35vol. Policy + alt
ポリシーアルト

このページでは、政策ビジョン研究センターが現在最も重要視しているトピックスを中心に、そのときどきのホットニュースをお届けします。

市民後見人養成講座修了式

後見の質を上げる時代へ
　7 月 15 日、政策ビジョン研究センター主
催で平成 23 年度市民後見人養成講座の履
修証明書授与式が安田講堂にて行われた。
全国 25 都道府県から受講した 669 名のう
ち、10 カ月 125 時間のプログラムをすべ
て修了した 600 名に対し、学校教育法
105 条に基づき履修証明書が交付された。
　授与式開会にあたって当センター市民
後見研究実証プロジェクト運営委員会委
員長の森田朗特任教授は、本学と受講生
が連携して市民後見を推進し、高齢者個々
の課題を実際に解決しながら、高齢化す
る地域や社会の在り方について政策提言
をしていくことに意義があると挨拶した。
　続いて、市民後見研究実証プロジェク
ト担当の宮内康二特任助教から、受講生
の内訳、市民後見人養成講座の概要と成
果についての学事報告があった。今回の
受講生は、北海道から福岡までの 25 都道
府県にわたった。年齢は 20～83 歳（平均
年齢 54 歳）、男女比は 45 対 55 である。
このうち後見経験者は 2％、介護経験者は
55％だった。座学は、成年後見制度の仕
組み、後見人の仕事（1000 ページを超え
る事例集）、被後見人等の声、後見に関連
する相続・遺言・信託の仕組みと事例、
その他について 1 日 4 コマで 13 日間、計
75 時間行われた。活動は、補助類型の本
人申し立て演習、地域における成年後見

佐藤 智晶 特任助教

　第 2 回医療イノベーションワークショップ
（7 月 25 日開催）は、医療機器の特性を踏ま
えた規制とはいったいどのようなものなのか
という、シンプルな問いから企画された。医
薬品と医療機器が医療関連製品として違うこ
とは分かる。しかし、医療機器のための規制
が医薬品と異なるとしたら、それは具体的に
どのようなものだろうか。
　医療機器は、医薬品とは決定的に異なる製
品である。まず、医療機器は医薬品とは違い、
原則として医師の手技を介さずして効果を発
揮することができない。また、医薬品よりも

種類が極めて多く、部材から構成されるが、
比較的短いプロダクトサイクルで部材や設計
が改良される。このため、より使いやすく、
有用な製品へと絶え間なく改善されていく特
性がある。一方、医薬品には代替的な設計が
存在しないため、化学物質を特定し、その用
量に応じた変化を臨床試験で調べる以外に安
全性や有効性を知る術はない。このため、市
販前にはいかなる製品でも一律に臨床試験が
義務づけられている。こうした規制は医療機
器にも馴染むのか、馴染まないとすればどの
ような規制がありうるのかについて、われわ
れは侃々諤々の議論をした。
　政府は2012年6月6日に「医療イノベーショ
ン 5ヵ年戦略」で、医療機器の特性を踏まえ
た規制のあり方を検討することを決定した。

森田朗特任教授による開会宣言では、個々の課題解決を政策提
言に結び付けていくことの意義が述べられた。

具体的には、医療機器の審査の迅速化・合理
化を図るため、薬事法について医療機器の特
性を踏まえた制度改正を行う。わが国におい
て医療機器の特性を踏まえて薬事法の改正を
行う方向性が打ち出されたことは、画期的な
ことだ。
　米 国 で は、1970 年 に ま と め ら れ た
「Cooper Committee Report」に 基 づ い て、
1976 年に医療機器規制のための法律が連邦議
会で可決成立した。欧州では、1985 年に市場
統合の方向性が決定され、1990 年代になって
ようやく医療機器規制のための 3 つの指令が、
欧州委員会で段階的にまとめられた。日本も
欧米と同様に、医療機器の現実に即した規制
創造への道を間違いなく進んでいる。
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募 集
募 集
大学院人文社会系研究科・文学部

平成 25（2013）年度 大学院人文社会系研究
科入学試験日程を発表

　７月 21 日（土）から「平成 25（2013）年度大学院人
文社会系研究科修士課程及び博士課程学生募集要項」の
配付を開始しました。日程は以下のとおりです。

【修士課程】
第一次試験（筆記試験）　　平成 25 年１月 26 日（土）
第二次試験（口述試験等）　平成 25 年２月 13 日（水）
※　現代文芸論専門分野、文化資源学研究専攻及び韓国
朝鮮文化研究専攻の第二次試験は、２月 12 日（火）に
行います。
※　文化資源学研究専攻については、社会人特別選抜で
の受入れ（日本人及び日本国の永住許可を得ている者に
限る）も行っています。

【博士課程】
第一次選考　論文審査等
（専門分野によっては、平成 25 年１月 26 日（土）に学
力試験を実施）
第二次選考　口述試験等　平成 25 年２月 15 日（金）
※　現代文芸論専門分野、文化資源学研究専攻及び韓国
朝鮮文化研究専攻の第二次選考は、２月 14 日（木）に
行います。
※　文化資源学研究専攻については、社会人特別選抜で
の受入れ（日本人及び日本国の永住許可を得ている者に
限る）も行っています。

　また、出願期間は以下のとおりです。

【修士課程】
平成 24 年 10 月 22 日（月）～ 10 月 26 日（金）
（郵送のみ受付。26 日（金）必着）

【博士課程】
平成 24 年 12 月３日（月）～ 12 月７日（金）
（直接持参又は郵送。７日（金）15：00 必着）

　募集要項の郵送を希望する場合は、封筒の表に「○○
課程学生募集要項請求」と朱書きし、郵便番号・住所・
氏名を明記して、200 円分（修・博等２部必要な場合は
240 円分）の切手を貼付した返信用封筒（角型２号）を
同封し、以下へ送付してください。

　〒 113-0033
　東京都文京区本郷７丁目３番１号
　東京大学大学院人文社会系研究科　事務部
　　　　電話 03-5841-3710, 3712（大学院係）

お知らせ
お知らせ

大学院総合文化研究科・教養学部

駒場博物館特別展「石の世界　―地球・人類・
科学―」

　地球は半径 6400km の岩石の球であると言えます。
地球全体の 17%を占める中心部は金属鉄で、残りの約
83％は岩石で構成されています。この岩石の球の上に、
薄い海洋と大気とが覆い、生命の惑星・地球がかたちづ
くられています。
　地球は密度成層構造をつくっています。密度の大きい
金属鉄が中心部を構成し、密度のより小さい岩石がマン
トル、そしてもっとも密度の小さい岩石が地殻をつくっ
て、その上に海洋、そして大気が、密度の小さくなる順
番に外側を覆っています。この密度成層構造は安定なも
ので、通常それがひっくり返ることはありませんが、同
じ岩石や、海洋、大気の層の中では、密度の逆転が起き
ることがあり、対流による放熱のしくみがはたらきます。
それが生きている地球の活動の原動力です。
　私たちが暮らす地表は、地殻と呼ばれる岩石の層の上
にあります。地殻には海洋地殻と大陸地殻があります。
斑糲岩（はんれいがん）を主とする海洋地殻は表面の７
割を占める海洋の底を構成しています。大陸地殻はより
密度の小さい、花崗岩（かこうがん）や変成岩を主とし
ていて、海水の上に顔を出して、陸域をつくっています。
海洋地殻は２億年以内にマントル対流によって地球内部
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に戻され、更新され続けますが、大陸地殻は軽いために
表面に残り続け、40 億年にわたる地球の歴史を記録し
ています。
　人類の歴史もまた、石とともに歩んできた歴史といえ
るでしょう。初期人類が使った石器は、250 万年前の地
層からも発見されています。ストーンサークルやピラ
ミッドといった建造物、そして石から取り出した様々な
金属の利用など、文明の発展には常に石が関わってきま
した。そして現在の情報化社会の中で、半導体や光ケー
ブルなど産業の土台を支えるのは、石英というありふれ
た存在の鉱物なのです。
　道ばたの石ころにもそれぞれ生まれてきた理由があ
り、その場所に至るまでの歴史があります。そしてそれ
らの情報はすべて石の中に記録されています。過去数
十万年の氷期－間氷期の気候変動と、最終氷期以降の文
明の消長も、地層や氷という鉱物の中に記録として閉じ
込められています。
　石を通して、私たちの足もとをもう一度見つめ直す機
会になればと思います。
詳細はホームページをご覧ください。
http://museum.c.u-tokyo.ac.jp/index.html

会場　駒場博物館
会期　７月 21 日（土）～９月 17 日（月・祝） 
開館時間　10：00 ～ 18：00（入室は 17：30 まで） 
休館日　毎週火曜日 
入館料　無料 
問い合せ先　駒場博物館　03-5454-6139（内 46139）
E-mail: komabamuseum@adm.c.u-tokyo.ac.jp

 

お知らせ

本部情報基盤課

「医学・生命科学系論文の探し方」など“情報
探索ガイダンス”各種コース実施のお知らせ

　講習会に参加して、文献の探し方の基本をマスターし
ましょう！
　情報基盤課学術情報チームでは、定期的に、“情報探
索ガイダンス”各種コースを実施しています。
　実際にパソコンを操作しながら実習するので、わかり
やすいと大変好評です。
　本学にご所属であれば、学生・教職員を問わず、どな
たでも参加できます。ぜひご参加ください。
※学外からの利用方法はどのコースでも説明します。

■ 9/7（金）15：00 ～ 16：00
【文献検索早わかり】
　これから文献検索をしてみたいという方向けに、学内
での文献入手方法と、テーマから雑誌論文（日本語・英
語）や新聞記事を探す方法の基本を、代表的なデータベー
スを使って実習します。文献検索の入門編としておすす
めです。（「はじめての論文の探し方」コースと新聞記事
検索以外は内容が重複します。ご了承ください。）

■ 9/11（火）15：00 ～ 16：00
【ネットで検索！日本語論文＆英語論文
：CiNii Articles とWeb of Science を使って】
　普段はインターネットや参考書等で情報を集めている
という方、そろそろ文献データベースを使って本格的
に学術論文検索をはじめましょう。その第一歩として、
日本語論文・英語論文の代表的データベース、「CiNii 
Articles」と「Web of Science」の基本的な検索方法を
実習します。
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■ 9/13（木）15：00 ～ 16：00
【医学・生命科学系論文の探し方】
　代表的な国内医学文献データベース「医中誌Web」と、
世界最大級の医学文献データベース「PubMed」につい
て、基本的な検索方法から少し上級向けの検索テクニッ
クまで実習します。もちろん医学部以外の方も歓迎です。

■ 9/20（木）15：00 ～ 16：00　
【RefWorks を使うには？】
　データベースの検索結果等を取り込んで整理し、参考
文献リストを自動作成。文献管理ツールはそんな機能を
持つ便利なツールです。
　これから使ってみようという方向けに、Web 版の文
献管理ツール「RefWorks」の使い方を説明します。
　代表的なデータベースからのデータの取り込み方と、
参考文献リストの自動作成方法を実習します。

■ 9/26（水）15：00 ～ 16：00　
【もっと使いこなす！RefWorks】
　文献管理ツール「RefWorks」を既に使っている方や、
最近使い始めた方を対象に、新規データの手入力、コメ
ント欄の活用、重複レコードの削除、参考文献リスト出
力フォーマットのカスタマイズ、レコード・アカウント
のバックアップ方法などを実習します。質問タイムあり。
※【RefWorks を使うには？】コースの上級編にあたる
内容です。

●会場：
【本郷】総合図書館 １階 講習会コーナー　定員 17 名
（備付 PC あり。ECCS 無線 LAN設定済みのノート PC
持込 OK。）
●参加費：無料
●予約不要

★授業・ゼミ・学生グループなどを対象にオーダーメイ
ドで講習します！
　論文の探し方の出張講習・オーダーメイド講習を随時
受付中です（無料）。授業やゼミの内容に合わせて講習
いたします。会場のことなど、ご相談に応じます。まず
はお気軽にお問い合わせください。どのキャンパスでも、
学生だけのグループでもOKです。
　過去の実施例は以下のURLでご覧いただけます。
（http://www.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/gacos/shuccho.html）
★ Litetopi メールマガジン発信中！
　本学所属の方を対象に、データベースのニュースや講
習会のご案内などをお届けします。配信ご希望の方は、
下記アドレスまでメールでご連絡ください。（無料）

literacy@lib.u-tokyo.ac.jp

●お問い合わせ：
学術情報リテラシー担当 03-5841-2649（内線：22649）
literacy * lib.u-tokyo.ac.jp 
（* は @に置き換えて送信してください。）
http://www.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/gacos/training.html
（ツイッター　http://twitter.com/gacos_todai）

お知らせ

史料編纂所

重要文化財『実隆公記』ほか所蔵史料を出陳

　史料編纂所は、約 140 年にわたり日本全国・世界各地
で調査を行い、複成によって史料を蒐集・蓄積して、利
用者にも供してきましたが、貴重な史料原本も多数所蔵
しています。代表的なものが、国宝『島津家文書』と重
要文化財『実隆公記』です。このたび、六本木のサント
リー美術館にて開催される「お伽草子」展では、これら
二種をはじめとする所蔵史料からの出陳があります。
　お伽草子とは、室町時代に作られた短編小説のことで、
しばしば絵巻物とされて、幅広い階層に愛好されました。
本展では、そうした中世から近世初頭の絵画作品約 80
点を一堂に集め、物語・絵巻の制作や享受の様相を伝え
る文献史料として、本所所蔵の史料が脇を固めます。例
えば開催館で所蔵する「酒伝童子絵巻」三巻が、戦国大
名の後北条氏に伝わった作品で、狩野元信が描いたこと
は、当代きっての文化人・三条西実隆の日記である『実
隆公記』によって裏づけられます。（なおこの絵巻の詞
書は、本所出版物である『大日本史料』第九編之二十、
大永三年九月十三日の第二条、349 ～ 384 頁に翻刻され、
インターネットからも参照できます。）
　歴史史料に対しては保存・修復の責務があり、本部・
各部局よりご理解・ご支援を賜っているところですが、
展示等にて広くご披露する機会は限られてしまいます。
学内各位のご来場をお待ちしますとともに、国内外から
のご来客等にもご紹介いただいて、本学の研究活動の広
がりを是非ご観覧下さい。会期中に展示替えされますが、
本所所蔵史料は各期ともに４・５点出陳されます。本所
からの出陳史料は、『実隆公記』（重文）、『言継卿記』、『言
経卿記』、『上井覚兼日記』（重文）、『中務大輔家久公御
上京日記』（国宝『島津家文書』のうち）です。
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サントリー美術館（東京ミッドタウン内）
特別展「お伽草子― この国は物語にあふれている―」
開催期間 ９月 19 日（水）～ 11 月４日（日）
開館時間　10： 00 ～ 18： 00
（金・土、および 10 月７日（日）は 10： 00 ～ 20： 00）
※いずれも入館は閉館の 30 分前まで
休館日　火曜日
入館料　（当日） 一般 1,300 円 大学・高校生 1,000 円
http://www.suntory.co.jp/sma/

『中務大輔家久公御上京日記』天正三年（1575）四月二十八日条

 

『実隆公記』享禄四年（1531）閏五月二十一日条

お知らせ

大学院工学系研究科・工学部

「第 27 回東京大学工学部・工学系研究科技
術発表会」開催のお知らせ

　工学部・工学系研究科では、本年度も「技術発表会」
を下記のとおり開催いたします。この発表会は技術系職
員が職務上で得た技術的知見を発表し討論を行うことに
よって、相互技術交流を活性化させることを目的として
おります。是非ご参加下さるようお願い申し上げます。

日時：９月 21 日（金）9：30 ～ 17：30
会場：工学部２号館　212 号講義室、展示室
参加費：無料
問合せ先：技術発表会事務局
E-mail：2012tse@tse.t.u-tokyo.ac.jp
http://www.ttc.t.u-tokyo.ac.jp/

プログラム
【開会の挨拶】　9：30 ～ 9：40
【一般発表１】　9：40 ～ 10：25
「千葉県東葛飾地区の土壌中の放射性セシウムの分布に
ついて≪サンプリング方法、除染方法の提案≫」

応用化学専攻　坂下　春
「雨水の放射能測定」

安全衛生管理室　大久保徹
「福島第一原子力発電所の事故に起因する土浦市宍塚の
放射能汚染と筍」

システム創成学専攻　細野米市

【特集発表；技術の創意工夫】　10：40 ～ 11：40
「Ｘ線解析技術向上に向けた取り組み」

総合研究機構　府川和弘
「仮想化による異なるネットワークに接続されたサー
バーの制御」

電気系工学専攻　高橋　登
「引張実験における変位計の工夫」

機械工学専攻　石川明克
「Ｘ線分光器の分解時間の測定による電子線マイクロア
ナライザ（ＥＰＭＡ）の最適分析条件の探索について（Ⅰ）
（Ⅱ）」

マテリアル工学専攻　中村光弘

休憩（昼食）

【特別講演】　13：00 ～ 14：00
「化学やバイオをチップに集積すると」
副学長・工学系研究科（応用化学専攻）　北森武彦教授

【交流発表】　14：20 ～ 14：50
「風を知る・見る？―風洞実験と共に―」
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生産技術研究所　高橋岳生
「1970 ～ 2012：技術職員の仕事から」

生産技術研究所　板倉　博

【ポスター発表】　15：00 ～ 15：50
【一般発表２】　16：00 ～ 17：00
「Ｘ線ＣＴ画像を用いた炭素繊維複合材料積層板の内部
評価」

航空宇宙工学専攻　小林やよい
「計算機仮想技術によるＰＣサーバの集約と節電につい
て」 

システム創成学専攻　榎本昌一
「電源の安全とノイズ対策を可能にする能動接地」

原子力国際専攻　安本　勝
「グラフィック型言語 LabVIEWによる固液共存系成長
過程の画像集録と処理」

システム創成学専攻　鈴木　誠

【表彰式・閉会挨拶】　17：20 ～ 17：30
【懇親会】　18：00 ～ 20：00（参加費 3,000 円）

お知らせ

大学院理学系研究科・理学部

「第 27 回東京大学大学院理学系研究科・理
学部技術シンポジウム」開催のお知らせ

　理学系研究科・理学部技術部では、本年度も「技術シ
ンポジウム」を下記の通り開催します。今回は本郷地区
での開催となります。是非ご参加下さい。

●日時 : ９月 28 日（金）13：00 ～ 17：15
●会場 : 本郷キャンパス 理学部 1号館 
　　　　西棟 206 号室および中央棟 338 号室
●参加費 : 無料
●プログラム
　＜技術発表（口頭）＞
「生物学科 B系共通実習における新規実習の開発」
・渡辺 綾子（生命科学系）
「附属植物園における日本植物園協会拠点園ネットワー
クの活動について」
・出野 貴仁（生命科学系）
「電子線マイクロアナライザ（EPMA）による微小な希
土類鉱物の信頼性の高い測定」
・市村 康治、 吉田 英人（機器分析・実習系）
「理学部２号館における環境安全業務」
・塩田 百合香（共通系）

＜技術発表（ポスター）＞
「理学系液体窒素タンクの運用と設備更新」
・吉田 和行（共通系）、八幡 和志（機器分析・実習系）
　「試作室の紹介」

・柏葉朋子（共通系）
「電子線マイクロアナライザ（EPMA）による微小な希
土類鉱物の信頼性の高い測定」
・市村 康治、 吉田 英人（機器分析・実習系）
「全学技術研修の実施報告　―エレクトロニクスの基礎
― 」
・佐伯 喜美子（機器分析・実習系）、 南野 真容子（共通系）、 
吉田 英人、 八幡 和志（機器分析・実習系）
「FPGA教材の開発 ―機器開発とテスト実験―」
・八幡 和志（機器分析・実習系）
「2012 年４月４日の暴風による日光分園風倒被害」
・清水 淳子、 綾部 充（生命科学系） 
「小笠原諸島・母島固有の希少種コキンモウイノデ集団
の発見」
・水梨 桂子、 出野 貴仁（生命科学系）、邑田 仁（附属
植物園・教授）、東馬 哲雄（附属植物園・助教）

＜特別講演＞
　「有機化合物の化学構造決定とスペクトル化学」
・橘　和夫　教授　（化学専攻／天然物化学研究室）
●閉会後、情報交換会を行う予定です。
  17：45 ～ 19：45（要予約）

●お問い合わせ
　技術シンポジウム実行委員会
　http://park.itc.u-tokyo.ac.jp/s-tech/
　E-Mail: keiko@ns.bg.s.u-tokyo.ac.jp
　FAX: 03-3814-0139（附属植物園）

詳細につきましては、技術部ホームページ（http://
park.itc.u-tokyo.ac.jp/s-tech/）で随時お知らせいたしま
す。
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お知らせ

本部入試課

各種選抜要項・募集要項等の配布のお知らせ

「大学案内 2013」及び「平成 25 年度入学者選抜要項」
の配布始まる

　「大学案内 2013」・「平成 25 年度東京大学入学者選抜
要項」が決定した。各都道府県教育委員会等に通知する
とともに「大学案内 2013」は７月 14 日（土）から、「平
成 25 年度東京大学入学者選抜要項」は７月 23 日（月）
から、本郷地区キャンパス〔正門、赤門、農正門、広報
センター（龍岡門）、コミュニケーションセンター（赤
門脇）、生協第二購買部、生協書籍部〕及び駒場Ⅰキャ
ンパス（正門、生協購買部）で配布を開始した。
　また、要項等は東京大学ホームページ、テレメール等
からも請求することができる。
　なお、入学者選抜の実施教科・科目等は表１・２・３
のとおりである。

「平成 25（2013）年度外国学校卒業学生募集要項」の配
布始まる

　「平成 25（2013）年度東京大学外国学校卒業学生募集
要項」が決定し、７月１日（日）から、本郷地区キャン
パス〔正門、赤門、広報センター（龍岡門）〕及び駒場Ⅰキャ
ンパス（正門）で配布を開始した。
　また、要項は東京大学ホームページ、テレメール等か
らも請求することができる。
　なお、募集人員、出願資格、出願期間、出願手続、選
抜方法など、特別選考の概要は表４のとおりである。
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團藤重光名誉教授

　本学名誉教授團藤重光先
生は、６月 25 日に逝去さ
れました。享年 98 歳でし
た。
　先生は、1935 年に東京
帝国大学法学部法律学科を
卒業、同学部助手、助教授
を経て、1947 年 33 歳の若
さで教授に昇任、1974 年
に停年退官されるまで、39 年の長きにわたり本学に
おいて研究教育に従事され、刑事法学を中心に法律学
の広い分野にわたって顕著な貢献をされました。
　先生は、まず刑事訴訟法の研究に取り組まれ、精緻
で完成度の高い理論体系を構築、それを基に、第二次
大戦直後の戦後改革期には、刑事訴訟法の全面改正作
業に指導的な役割を果たされました。それらを踏まえ
て 1948 年に公刊された刑事訴訟法の体系書は、当時
のベストセラーとなり、その後も版を重ねて、長きに
わたり研究者、法律実務家、学生等の手引きとされま
した。これと併行して、先生のご研究は刑法の分野に
拡大され、やがて、「定型説」や「人格形成責任論」
などを中核とする精緻でかつ確固とした独自の理論体
系を樹立、それを基に著された体系書も、長く斯学の
基本書とされました。ご研究の対象はこれにとどまら
す、刑事政策、少年法、裁判法等広い分野に及び、さ
らには、それら一連のご研究、ご思索を通じて育まれ
たお考え（主体性の理論）を発展させて、法律学全体
を視野に入れた学問体系の完成を―最晩年まで―目指
されました。

　先生は、本学在職中、後進の研究者を数多く育てら
れるとともに、日本刑法学会の創設に中心的役割を果
たされ、その後はまた理事長として長年その運営に尽
力されるなど、わが国刑事法学界全体の発展に大きく
寄与されたばかりか、上記２つの体系書の英訳刊行を
はじめとして、国際的な学術活動にも精力的に取り組
まれ、そのご貢献は海外でも高く評価されています。
　先生はまた、以上のような研究教育活動に加え、
1963 年から２年間、法学部長を務められ、学部の拡
充改組計画を策定し、実現に導くなど、大学行政の面
でも、手腕を発揮されました。学外の審議会等で歴任
された要職は枚挙にいとまがありません。
　東京大学停年退官後、先生は、慶應義塾大学で半年
間教鞭を執られた後、最高裁判所判事に任じられ、９
年余にわたりその職務に従事されましたが、その間、
刑事事件のみならず、民事事件や行政事件などをも含
め、いくつかの画期的な新判例をはじめとする判例の
形成に参与するとともに、鋭くかつ示唆に富む少数意
見を数多く著すことにより、直接・間接に法律実務の
変化を促す役割を果たされました。1983 年に最高裁
判事を定年退官後、先生は、東宮職参与、宮内庁参与、
学士会理事長等を務められるかたわら、死刑廃止論を
公にし、幅広い読者を得るなど、学界・法曹界の枠を
超えて、死刑をめぐる議論に大きな影響を与えられま
した。　
　以上のような卓越したご功績により、先生は、1981
年日本学士院会員に、1986 年文化功労者にそれぞれ
選ばれ、1995 年には文化勲章を受章されています。
　先生の長年にわたるご貢献に深く感謝するととも
に、常に慈父のように後進を教え導いて下さったお人
柄を偲び、謹んで哀悼の意を表します。

（大学院法学政治学研究科・法学部）

訃　報
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人事異動（教員）
連 絡事 務

発令日、部局、職、氏名（五十音）順

発令日 氏名 異動内容 旧　（現）　職等
（採　　用）

24.7.16 中尾　博之 医学部准教授 神戸大学医学部附属病院特命准教授
24.8.1 小貫　元治 大学院新領域創成科学研究科准教授 大学院新領域創成科学研究科特任准教授

（昇　　任）
24.8.1 鈴木　淳 大学院人文社会系研究科教授 大学院人文社会系研究科准教授
24.8.1 大黒　俊哉 大学院農学生命科学研究科教授 大学院農学生命科学研究科准教授
24.8.1 桑原　正貴 大学院農学生命科学研究科教授 大学院農学生命科学研究科准教授
24.8.1 宮下　直 大学院農学生命科学研究科教授 大学院農学生命科学研究科准教授

（配 置 換）
24.8.1 浅見　泰司 大学院工学系研究科教授 空間情報科学研究センター教授

※退職後又は採用前の職等については、国の機関及び従前国の機関であった法人等のみ掲載した。
　東京大学における教員の任期に関する規則に基づく専攻、講座、研究部門等の発令については、記載を省略した。
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特集
02 世界の海洋生物学の研究拠点へ

－マリン･フロンティア･サイエンス･プロジェクト開始－

NEWS
06 第９回江崎玲於奈賞受賞

一般ニュース
06 地球観測データ統融合連携研究機構

「国連持続可能な開発会議（Rio＋20）」にて展示・
パネルディスカッションを開催

07 本部学生支援課
第 51回全国七大学総合体育大会開会式開催さ
れる

08 地球観測データ統融合連携研究機構
第２回ＤＩＡＳ - ＧＲＥＮＥ環境情報統融合
フォーラム　－グリーンイノベーションを支え
るデータ統融合－　が開催される

09 本部環境安全課
「安全の日」講演会開催される

部局ニュース
10 大学院総合文化研究科・教養学部

総合文化研究科職員の宮原洋子さんがモンゴル
国よりナイラムダル（友好）勲章を受章

10 海洋アライアンス
「防災海洋教育」シンポジウム等を浜松と豊橋で
開催

11 大学院法学政治学研究科・法学部
「法学部３号館竣工記念式典、施設見学会、祝賀
会」開催

12 情報基盤センター
学際大規模情報基盤共同利用・共同研究拠点 第
４回シンポジウム 開催報告

13 大学院農学生命科学研究科・農学部
中国食品発酵工業研究院と共同研究契約を締結

コラム
14 再生のアカデミズム＜実践編＞　#06
15 ひょうたん島通信　第8回
16 決算のDOOR　～数字が語る東京大学　第23回
16 インタープリターズバイブル　vol.61
17 Crossroad　産学連携本部だより　vol.81
18 Policy + alt　vol.35
19 ASIAN DIVERSITY 　No.22
19 Relay Column「ワタシのオシゴト」　第 78回
20 救援・復興支援室より　No.15
20 コミュニケーションセンターだより　No.91

INFORMATION
募集

22 大学院人文社会系研究科・文学部
平成25（2013）年度 大学院人文社会系研究科入
学試験日程を発表
お知らせ

22 大学院総合文化研究科・教養学部
駒場博物館特別展「石の世界　―地球・人類・
科学―」

23 本部情報基盤課
「医学・生命科学系論文の探し方」など“情報探
索ガイダンス”各種コース実施のお知らせ

24 史料編纂所
重要文化財『実隆公記』ほか所蔵史料を出陳

25 大学院工学系研究科・工学部
「第27回東京大学工学部・工学系研究科技術発
表会」開催のお知らせ

26 大学院理学系研究科・理学部
「第 27回東京大学大学院理学系研究科・理学部
技術シンポジウム」開催のお知らせ

27 本部入試課
各種選抜要項・募集要項等の配布のお知らせ

訃報
33 團藤重光名誉教授

事務連絡
34 人事異動（教員）

淡青評論
36 ダイバーシティによるイノベーション研究推進：

コミュニケーション能力を育てる

編 集後 記
　今月号の特集はいかがでしたでしょうか。三崎に臨海実験所
があるということは以前から知っていましたが、この実験所が
こんなにも歴史があり、バイオや医学に関わる研究が活発に行
なわれているということは全く知りませんでした。読者のみな
さんにも少しでも三崎に興味をもってもらえたらと思い、表紙
写真は三崎に生息する生き物を取り上げてみました。左上のア
カハコクモヒトデは、三崎臨海実験所周辺で採集される最も美
しいクモヒトデの一つだそうです。
　ちなみに、三崎臨海実験所 SBnet のウェブページから、「バー
チャル自然観察会」「海産動物クイズ」という２種類のゲー
ムが楽しめます（http://www2.mmbs.s.u-tokyo.ac.jp/hiroba/
index.html）。海産動物クイズは、難しくて散々な結果におわ
りましたが、バーチャル自然観察会は、画像をクリックして、
様々な生き物を探すことができるので、とても楽しかったです。
まだ夏らしいことを何一つしていないという方は、ぜひトライ
してみてください！（ち）

◆表紙写真◆
三崎に生息している生き物たち。左上より時計回りに、アカハコクモヒ

トデ、アオウミウシ、ミナミハコフグ、モミジガイ。【２～５ページに

関連記事】（理学系研究科附属臨海実験所 相模湾生物ネットワーク提供）
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（淡青評論は、学内の教職員の方々にお願いして、個人の立場で自由に意見を述べていただく欄です。）

　この「学内広報」の記事を転載・引用する場合には、事前に
広報室の了承を得、掲載した刊行物若干部を広報室までお送り
ください。なお、記事についての問い合わせ及び意見の申し入
れは、本部広報課を通じて行ってください。

No.1428　2012 年 8月 27 日

東京大学広報室
〒113-8654
東京都文京区本郷７丁目３番１号
東京大学本部広報課
TEL：03-3811-3393
e-mail：kouhou@ml.adm.u-tokyo.ac.jp
http://www.u-tokyo.ac.jp/

ダイバーシティによるイノベーション研究推進：
コミュニケーション能力を育てる

活動の一環として、イノベーション研究推進のための人材育成、グローバルに活躍する人材育成というテー
マでシンポジウムを企画した。イノベーション研究やグローバルに活躍する人材育成には、ダイバーシティ
が必要という切り口だった。新しいアイデアから新たな価値を創造する、というイノベーション研究推進
を考えると、多様化された環境でイノベーションが生まれやすいのだという論点である。東京大学におい
ても、総長から出された行動シナリオでは、多様な教員構成の実現により研究教育活動を活性化するとい
う目標の中で、女性教員、外国人教員比率を上げることが例にあげられている。単に数を増やせば、研究
教育活動が活性化するのか、イノベーション研究が推進されるのか。私はお互いにコミュニケーションを
とりあい、お互いに理解しあわないとイノベーションは生まれないと思っている。私の専門は医療デバイ
スに用いるバイオマテリアルであり、特に生体と材料の界面制御が研究テーマである。特性の異なる物質
を複合させ新しい機能をもたせるというマテリアル設計がある。性質が水と油のように異なると混じり合
わず不均一な相分離や界面剥離を引き起こすが、両者に親和性のある物質（界面活性剤）を混ぜて混合す
ると均質混合相となり両者の性質、さらには新しい物性も発現する。ダイバーシティからイノベーション
研究推進を実現するには、男性 /女性、日本人 /外国人といった混じり合いにくい者を融合させる界面活
性剤が必要で、これがコミュニケーションであると考える。コミュニケーション能力を育てる教育をして
いきたいと思っている。

高井まどか（大学院工学系研究科・工学部）

　1986 年に「男女雇用機会均等法」、1999 年に「男女共同参画社会基本法」
が制定され、女性が社会のあらゆる分野における活動に参画する機会の確
保が法的に整備された。それから10年以上経た現在、単に女性だけでなく、
若手、外国人、高齢者などを含めた多様な人材が能力を発揮できる社会を
目指して様々な取り組みがされている。ダイバーシティ（多様性）の推進
である。
　2009 年、2010 年に、応用物理学会の人材育成・男女共同参画委員会の

［訂正］
学内広報において、一部誤りがありましたので訂正い
たします。関係部署および関係者の皆様に深くお詫び
申し上げます。

No.1427（2012.7.25）
特集「アジア・アントレプレナーシップ・アワード
2012」内
2ページ下段Message 文末および 3ページ上段本文末
（誤）P32
（正）P31（Crossroad）
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